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アドバンスト・インフォ・サービス（ADVANCn） 
5G 通信商用化に向けて周波数帯域の最多 23 枠を獲得、

ウタパオ国際空港で 5G と AI ロボットの実証実験を開始へ 
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 2019/12通期は、売上高が前期比8.0％増、営業利益が同2.2％増、当期

利益が同4.6％増、EBITDAマージン比率が同0.6％ポイント縮小。 

 モバイル通信収入、固定ブロードバンド通信収入、その他サービス

収入、機器レンタル収入、SIM・端末収入の全てが増収だった。 

 5G通信商用化に向けて周波数帯域の最多23枠を獲得。ウタパオ国際

空港で5G通信とAIロボットの実証実験を開始することが決まった。 

What is the news？ 

2/6発表の2019/12通期は、売上高が前期比8.0％増の1,834.32億THB、営

業利益が同2.2％増の410.09億THB、当期利益が同4.6％増の310.51億THB。

2019/1よりTOT（タイ国営電話公社）から電波塔の場所貸しに係る賃貸収

入、およびメンテナンスサービス収入が発生したことが寄与した。その

一方、2Gネットワーク設備の廃棄、およびモバイルとブロードバンドの

両方の通信ネットワークを拡張したことで費用が嵩んだことが響き、サ

ービス売上原価が同6.2％増の814.87億THB。ブランド認知度向上のための

マーケティング費用やヘッドセットの販売キャンペーンに向けた支出、

および労働者保護法の改正に伴う一時的な退職金引当金の繰り入れなど

により、販管費が同16.1％増の305.26億THB。そのためEBITDAマージン比

率が同0.6％ポイント縮小の42.8％となったものの、これらの費用増を吸

収して営業増益、純利益増益を確保した。 

サービスセグメント別の業績は以下の通り。①モバイル通信収入は前

期比4.2％増の1,300.62億THB。②固定ブロードバンド通信収入は、携帯か

らFMC（固定通信・モバイル通信の一体化サービス）への切替えを促進

したことに伴う契約者数の純増により同29.0％増の57.22億THB。③企業向

け事業で構成されるその他サービス収入は、EDS（企業向けデータサービ

ス）とクラウド・サービス、および2018年に買収したCSロックス・イン

フォの貢献により、同11.0％増の46.70億THB。④相互接続（IC）および

TOT社との提携に係る機器レンタル収入は同28.2％増の135.57億THB、④

SIM・端末販売収入は同13.8％増の294.22億THBだった。 

How do we view this？  

2/16に周波数帯域の競売が実施され、同社が56枠のうち最多の23枠を

獲得した。政府は2020年末までに5G通信を商用化する目標を掲げ、業者

に対し5G向け電波競売に参加すれば4G向けの事業権料の支払期限を5年

間延長すると提案。早期の5G商用化に向け、費用面で後押しになると見

込まれる。同社は1/28に観光地パタヤに近いウタパオ国際空港で5Gおよ

び人工知能（AI）ロボットの実証実験を始めることを決定。AIロボットを

使った空港利用者の目的地までの案内や情報提供など最先端技術を駆使

した「スマート空港」の開発が期待される。2020/12通期市場予想は、売

上高が同2.0％増の1,844.98億THB、当期利益が同6.3％増の331.44億THB。 

 

 

業績推移 ※参考レート　1THB=3.41円

事業年度 2017/12 2018/12 2019/12 2020/12F 2021/12F

売上高(百万THB) 157,721 169,855 180,893 184,498 190,406

当期利益(百万THB) 30,077 29,682 31,189 33,144 34,500

EPS(THB) 10.12 9.98 10.49 11.17 11.52

PER（倍） 19.86 20.14 19.16 17.99 17.45

BPS(THB) 16.93 19.35 23.30 26.51 29.46

PBR（倍） 11.87 10.39 8.63 7.58 6.82

配当(THB) 7.08 7.08 7.08 8.28 8.88

配当利回り（%） 3.52 3.52 3.52 4.12 4.42

　　（出所：Bloombergをもとにフィリップ証券作成、F=予想はBloomberg）
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主要株主（2020/3）     （％）

1.インタッチ・ホールディングス 40.45

2.テマセク・ホールディングス 23.32

3.STOCK EXCHANGE OF THAILAND 8.21
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1986年創業。売上高および市場シェアでタイ最大規模

の通信事業会社である。同社の持株比率第2位のテマセ

ク・ホールディングス（シンガポール政府が所有する投資

会社）は、同社の筆頭株主であるインタッチ・ホールディ

ングス（ INTUCH）の21％の持株比率を有する筆頭株主

でもあることから、テマセク・ホールディングス傘下の通

信会社のシンガポール・テレコム（ST）は同社を「戦略的

に重要な出資先である地域関連会社」と位置付けてい

る。

モバイル通信、固定ブロードバンド通信、デジタルサー

ビスの3つをコアビジネスとして展開する。①モバイル通

信サービスは、音声通話、モバイルデータ、WiFi、国際

直接ダイヤル（IDD）、および国際ローミングを含む。②固

定ブロードバンド通信は、2015年に「AIS Fiber」ブランド

の下で開始された。③デジタルサービスは、ビデオプラッ

トフォーム、ビジネスクラウド、モバイルマネー、IoT、その

他プラットフォームの5つの分野に注力している。2018年

には、法人向けクラウド事業の強化のためにインターネッ

ト接続会社のCSロックス・インフォを買収した。

0.75

672,144

1,641.8

                （出所:Bloombergをもとにフィリップ証券作成）
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